
平成27年度課題解決支援講座（多久市南多久公民館）を開催しました

　佐賀県立生涯学習センターでは、市町と公民館との共同企画で、地域課題の解決に向けて取り組む講座を

開催しています。多久市教育委員会生涯学習課×南多久公民館×アバンセ の3者協働で開催した講座（全

4回）の様子をお伝えします。

　【講座チラシは コチラ(274KB; PDFファイル)をご覧ください】 

 

「南多久地域防災力↑↑↑（アップ）講座　～防災でつむごう 南多久まち絆～」（全4回）

　多久市の南部に位置する南多久町は、山間部や牛津川が流れる地域を有し、土砂災害警戒区域や浸水想定区

域が点在、大雨等による災害発生が危惧されている地域です。一方で、地区にはそれぞれ自主防災組織が設置

されていますが、その活動は停滞状態といえます。そこで、防災に関する実践学習に取り組む中で、住民の防災

意識の向上を目指すとともに、住民がまちの未来を考え、課題に対して自主的に取り組むきっかけとなる講座を開

催しました。

　講師は、武雄河川事務所の興梠逸郎さん（建設専門官）です。また、全4回を通して、10名以上の河川事務所職

員の方にサポートスタッフとして協力いただきました。

 

第1回　「もしも災害がおこったら？ THE 防災のいろは」

●平成27年11月19日（木）　19：00 ～ 21：00

 

　講座には、各行政区の区長、公民分館長、民生委員、消防団員など、地域の様々な立場の方に参加いただきま

した。

　はじめに、アバンセの上野事業統括によるミニ講話を行いました。「いざという時の判断や秩序ある行動は、日ご

ろの地域活動や人のつながりによって地域の基礎力が培われ、『応用力』として発揮されます。具体的な防災活動

を考えるとともに、それにみなさんの魂を入れるような話し合いも大事にしてください」と参加者に語りかけました。

　次に、講師の興梠さんより、過去の災害事例や防災・減災への対策、南多久の現状等についてお話しいただき、

知っておくべき情報や知識を学びました。

 

 

 

http://www.avance.or.jp/var/rev1/0004/5639/116331173711.pdf


　続いて、全員が参加できるワールドカフェでの話し合い。テーマは「まちの防災について思うこと」

テーブルに南多久町の地図を広げて、地域での心配事や過去の災害状況など、それぞれが感じること・知ってい

ることを出し合いました。いろいろな地区の人と話すことで、情報共有ができました。 

 

 

 

第2回　「みんなでワイワイ！ THE まちの防災マップ作り」

●平成27年12月17日（木）　19：00 ～ 21：00

 

　第2回講座は、地域の防災マップ作りに取り組みました。

　まずは前回のワールドカフェで出た意見をみんなで共有。たくさんの「心配事」が挙げられていました。

「この心配事の解決策につながることを示すのが『マイ防災マップ』。地域に役立つ情報をどんどん書き込んでいき

ましょう」と、興梠さんからアドバイスをもらい、マップ作りがスタート♪

 

 

　川や水路、道路などを色分けし、避難場所や消火栓、街灯などの場所を確認。「防災に関して気になる箇所」や、

過去の被災状況等も書き込みました。 

　参加者の皆さんの表情は真剣そのもの  消防団員の体験談なども参考になったようでした。

 

 

■アイスブレイク

　講座のはじめには、簡単なレクリエーションやクイズにチャレンジするアイスブレイクを行いました

　皆さん、楽しんで参加していただきました♪

 

 

第3回　「歩いて発見！ THE 防災まち歩き」



●平成28年 2月28日（日）　10：00 ～ 13：00

 

 

　第3回講座は、「防災まち歩き」を各グループで実施。なんと、当日は濃霧が発生

　しかし、河川事務所のスタッフと消防団員が各グループに随行し、安全に気をつけながら行いました。

 

 

 

 

　前回の防災マップに書き込んだ「気になる箇所」を中心に、実際に現地を見て回りました。

一次避難所の地区公民館や避難ルートも確認。「もしもの時は、どう行動するか？」をみんなで話しながら歩きまし

た。現場を見ると、気づきや発見がたくさんあったようでした。

 

 

　まち歩きの後は、公民館に集合。非常食の試食体験や、備蓄品・避難グッズ等についてのレクチャーで、災害時

の心構えや日ごろの備えについて確認しました。

　最後に、まち歩きのふり返り。歩いて気づいた地域の問題点や良くしたいところなどを書き出し、グループで話し

合いました。そして、各グループの発表を通して、全体で南多久の状況を共有しました。

 

参加者の皆さんと集合写真

 

 

 

 

第4回　「何ができるか考えよう！ THE 南多久まち」



●平成28年 3月10日（木）　19：00 ～ 21：00

 

　最終回の第4回講座は、これまでに得た地域の情報などを踏まえながら、今後、自分たちでできることについて具

体的に考えていきました。

　まずは、前回のまち歩きで確認したポイントや記録写真を防災マップに落とし込み、情報を整理。なんとなくぼん

やりしていた地域の現状が「見える化」できたことで、それに対してどうするか？ということが考えやすくなりました。

 

 

 

　続いて、「まちの防災や安全のために自分たちでできること」をテーマに話し合い。ラベルワークで意見をどんど

ん出して、グループでまとめてもらいました。

　そして、作成した防災マップと一緒に、全9グループの発表。ポイントとして、「もしもの時の判断と行動するための

ルール作りをしておく」など、普段から自分たちで話し合い、考え、準備をしておくことの必要性などが多く挙げられ

ました。

 

　最後に興梠さんから、「南多久は基盤となる地域力がすごくあること

を実感しました。講座は終わりですが、本当の防災への取り組みは今

からがスタートです。これからも『南多久まち絆』をつむいで、災害に強

いまちに向かって、一緒に頑張りましょう 」と、心強いメッセージをい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

参加者の声 （各回アンケートより抜粋）

 地区の危険箇所の確認や他地区の状況を知ることができた。

 ワールドカフェでの話し合いは初めてだったが、いろいろな方の考えを聞くことができて良かった。

 普段は意識して考えないことを考える良い機会になった。

 まち歩きをしてみると、身近なところでも知らなかったことや気づくことが多かった。

 地域の課題として、これから取り組む一歩になった。

 日ごろから地区の住民同士での話し合いの場をつくることが大切だと感じた。

 

 

講座を終えて・・・

　講座を終えて、講師をはじめ、河川事務所のスタッフも一緒に、共同

企画のメンバーで講座のふり返りを行いました。

「南多久の方の前向きな考えや意見が多くて良かった」

「講座内で十分にできなかったことが、『自分たちでもうちょっとやりたい』という次への動機になって、実際にそう

いう声もあがっている」

「これからの継続と広がりのためには、公民館や地域の行事に組み込んだりコラボするなどの仕掛けが必要」

…などなど、今後を見据えて意見を交わしました。



戻る
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

 

 

　今回の講座は、言わば「タネまき」。 それぞれの地区の方によって、

「新しい芽」がいっぱい出ました。

南多久の取り組みが、地域に根付くしっかりした根を持つたくましい大

木に育つよう、地域の皆さんで支え続けてほしいと思います

http://www.avance.or.jp/syougai/_1263/_2661/_2708.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
http://www.avance.or.jp/_2427.html

